










７　産地交付金の活用方法の概要

#REF!

協議会名：武雄市農業再生協議会

1 担い手大豆作付助成（基幹） 1 5,000 大豆 適正な肥培管理

2 担い手飼料作物作付助成（基幹） 1 3,000 飼料作物 適正な肥培管理

3 大麦の高品質生産助成（基幹） 1 2,000 二条大麦 適正な肥培管理、2回以上の防除

3 大麦の高品質生産助成（二毛作） 2 2,000 二条大麦 適正な肥培管理、2回以上の防除

4 地域重点振興作物二毛作助成（二毛作） 2 8,000 玉葱、高菜、キャベツ
作付け面積に応じて支援
必要に応じて、出荷契約書

5 麦二毛作助成(残額払い）（二毛作） 2 2,177 麦 販売契約を締結し、出荷販売を行うこと

6 麦二毛作助成(一括払い）（二毛作） 2 12,177 麦 販売契約を締結し、出荷販売を行うこと

7 飼料作物二毛作助成（二毛作） 2 12,177 飼料作物 実需者との利用供給協定を締結していること

8 資源循環助成（耕畜連携） 3 8,971 飼料作物、WCS用稲 当該年度における堆肥の散布の取り組みであること

9 わら利用（耕畜連携） 3 8,971 飼料用米 収穫されたものが畜産農家へ供給されていること

10 高収益作物助成（基幹） 1 8,000 野菜、花卉 適正な肥培管理を行うこと

11 麦わら有効活用助成（基幹） 1 3,000 麦 麦わらの有効活用が図られていること

11 麦わら有効活用助成（二毛作） 2 3,000 麦 麦わらの有効活用が図られていること

12 飼料用米複数年契約加算（基幹） 1 6,000 飼料用米
需要者側へ出荷・販売を目的として、3年以上の複数年契
約に基づき生産に取り組むこと

13 大豆額縁明渠助成（基幹） 1 3,000 大豆
額縁明渠による排水対策技術を施し作付けされ、令和４年
度中に収穫すること

14 そば助成（基幹） 1 20,000 そば は種前契約等を締結し、作付け面積に応じて支援
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※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


